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アンケート結果の分析（利用者アンケート報告書 別添資料） 

 

 アンケートの分析にあたっては、項目別のクロス集計組み合わせを検討し、必要とする情報を抽

出するための条件付けを行った。以下、順に分析結果を述べる。 

 

●利用者層について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）Q１で利用者の年齢の回答を集計した。 

今年度は 70 歳以上が 22％と最も多く、次いで 60 代、50 代の 21％となった。30 代が前年度より

5％、40 代が 4％減となっている。シニア層の利用が増え、子育て、働く世代の利用が減っている

との結果になった。前年度は 7月の夏休み期間に調査しており、比較的学生や親子が多く来館する

時期であった。若年層の利用が大幅に減ったかどうかは今後の調査で動向をみる。 

 

・2023年度館別回答年齢  
13 ～ 15

歳 

16 ～ 19

歳 

20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70以上 

中央館 0.6% 0.0% 3.5% 11.0% 23.8% 20.3% 19.8% 20.9% 

サンスク館 1.5% 2.5% 3.0% 10.7% 23.4% 23.4% 16.8% 18.8% 

黒瀬館 3.5% 0.0% 1.2% 8.1% 12.8% 14.0% 31.4% 29.1% 

河内館 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 39.1% 26.1% 13.0% 17.4% 

福富館 3.8% 0.0% 0.0% 7.7% 11.5% 38.5% 26.9% 11.5% 

豊栄館 0.0% 0.0% 6.5% 16.1% 12.9% 12.9% 19.4% 32.3% 

安芸津館 3.1% 0.0% 1.6% 6.3% 6.3% 20.3% 29.7% 32.8% 
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サンスクエア館では 20代以下の利用、河内館では 40代の子育て世代の利用が他の館より比率が

高い。「青少年図書館」「こども図書館」の特色が浸透している結果がうかがえる。 

豊栄館の 30 代の利用率が 16.1％と、他の図書館の利用率より高かった。「東広島市 大字別年齢

別人口表 2023(令和 5)年 12月末現在)」によると豊栄地区の 30代の住民は 5.8％（168／2879人）

であることを踏まえると、地域外の利用が多いと推測。広島大学総合博物館の企画「自然史博物館」

の開催やセグメント配信によるイベントの告知等で影響していると考えられる。 

 

●選書について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）Q2．図書館の資料の種類や蔵書数の満足度について調査した。資料の種類と蔵書数の満足度

については「十分ある」「まあまあある」が計 93％で前年度より 4％増、「あまりない」との回答も

10％から 6％と 4％減となり、選書の満足度が向上したことがうかがえる。 

 

・2022年度年齢別の本の種類、蔵書数の満足度  
13 ～ 15

歳 

16 ～ 19

歳 

20代～ 30代～ 40代～ 50代～ 60代～ 70代～  全体 

十分ある 40.0% 80.0% 52.9% 25.0% 29.7% 25.4% 13.2% 27.0% 25.7% 

まあまあある 50.0% 20.0% 47.1% 66.7% 61.0% 69.8% 77.5% 65.7% 66.7% 

あまりない 10.0% 0.0% 0.0% 8.3% 7.6% 4.0% 6.2% 7.3% 6.4% 

まったくない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 0.8% 0.0% 0.3% 

不明 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.8% 2.3% 0.0% 0.8% 

 

年代別で本の種類と蔵書数の満足度を算出した。全世代で 90％以上が満足する蔵書であるとの

回答となり高い満足度が得られているとの結果となった。「あまりない」「まったくない」が 10 代

で 10.0％、40代が 8.4％、30代が 8.3％となっており、1）Q1の利用者が少ない世代の回答と比例

している。若い世代のニーズを調査し収集を進めると共に、特集展示コーナーの充実や本を紹介す

る場を積極手に設け、また電子書籍や相互貸借制度などサービスの利用の PRも進めていく。 



●行事について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）Q4で行事について調査した。利用者の 70％以上が「行事に参加していない」との回答。魅力

的な行事を企画するとともに、講座や講演会だけでなく、利用者が気軽に参加できる展示型や投票

型の行事を開催していく。また、本の紹介や読書会、ブックトークなど本にまつわる行事の希望の

声が多くある。PRを積極的に進めるとともに、スタッフの育成にも注力していく。 

 

●図書館に対するインパクト評価 

2）Q5で図書館事業や活動における、利用者の影響を把握するため調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「知識・情報を得ることができた」という回答が最も多く、次いで「趣味・娯楽」との回答とな

った。インターネットが普及しているが、情報資料を収集の場として図書館が広く認知されている

との結果がうかがえる。 



次に年代別での変化、影響を算出した。60代、70代以上では 10％の利用者が「自身の課題解決」

につながっていると回答。年配の方にとっての課題における情報収集場として、他の年代より図書

館の利用で解決に結びついているケースが多いことがうかがえる。 

10代から 30代では図書館を利用することで他の年代より「外出の機会」が増えたと感じる利用

者が多いことがわかる。特に 10 代は経済的な理由や行動範囲からも図書館へ行くことが「外出の

機会」とする場面が多いのではないかと推測する。また、13歳から 15歳では 11.1％が「家や学校

以外の居場所」と回答。10代など若い世代の利用促進として、場所の提供は必須だと考える。 

 

その他の回答では以下のような内容があった。 

・「子どもの絵本を借りる」、「子どもが自ら本を選んで読める、本に興味をもてる場所」、「子どもの

読書が身に付く」など、子どもの読書に関する影響についての回答が 4件、また「子どもとのコミ

ュニケーションの時間」や「子どもをつれてこられる場所」といった親子の活動の場としての回答

が 3件あった。 

・「ポスターとかチラシでたくさんの情報が得られた」「他の図書館からの取り寄せ」といった市立

図書館の資料以外からの情報を得ることができているとの回答が 2件。 

・「ものを増やしたくない。本の購入を止めた。」「今までの本代が浮いた。」「寄贈ができる」といっ

た経済的理由や地域還元といった理由での影響があるとの回答もあった。 

・「健康的になった」「心が豊かになった」との心身の健康についても回答あり。 

 
13～15 歳 16～19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 全体 

１．知識・情報 25.9% 16.7% 25.0% 23.3% 30.1% 31.1% 28.8% 29.9% 29.0% 

２．趣味・娯楽 22.2% 41.7% 23.1% 21.5% 23.4% 25.7% 25.6% 26.0% 24.7% 

３．学習で必要

なもの 

22.2% 8.3% 13.5% 14.1% 13.8% 11.2% 6.1% 6.8% 10.3% 

４．仕事に活用 0.0% 0.0% 7.7% 10.4% 11.5% 12.1% 6.1% 4.5% 8.6% 

５．自身の課題

の解決  

7.4% 8.3% 5.8% 9.2% 7.1% 7.6% 10.3% 10.7% 8.7% 

６．仲間や知り

合いが増えた 

0.0% 0.0% 1.9% 1.2% 1.0% 1.2% 1.9% 1.6% 1.4% 

７．居場所 11.1% 8.3% 9.6% 3.7% 3.8% 3.0% 3.2% 6.2% 4.3% 

８．外出の機会 11.1% 16.7% 11.5% 11.0% 7.1% 4.5% 9.3% 8.8% 8.0% 

９．地域ボラン

ティア活動 

0.0% 0.0% 1.9% 1.2% 0.3% 2.1% 4.5% 2.6% 2.2% 

１０．その他 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 0.6% 1.2% 1.9% 1.6% 1.4% 

１１．変化や影

響はない 

0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 1.3% 0.3% 2.2% 1.3% 1.4% 



●スタッフの接遇について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3）Q1 でスタッフの接客態度ついて調査した。接客態度の満足度においては、今年度も「満足」「や

や満足」合わせて 99％と高い評価をいただいた。「満足」との回答は前年度より 4％増となってい

る。継続して接遇研修等を行っていく。 

 

●調べもの・レファレンスについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4）Q1．調べものをするための資料やデータベースなどのレファレンス資料の充実度を調査した。

前年度と比較し「十分ある」が 3％増、「あまりない」が 1％減となり、満足度が微増した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Q2で、図書館スタッフに調べものの相談をしたとき、満足できる回答は得られたかを調査した。

59％が「満足」「やや満足」が 66％となり前年度より 7％増となった。 

レファレンス資料と相談対応における回答の満足度がともに高いとの回答となった。今後も資料

の収集はもちろん、資料の周知を図るとともに、レファレンスを強化するため、研修を積極的に行

っていく。 

 

・利用者の課題解決の状況の把握（件数） 

 

「調べものの資料の満足度」と「調べもの相談の満足度」を掛け合わせ、調べものに対して利用

者の課題解決がなされたかを算出した。「相談したことない」利用者のうち資料は「十分ある」「ま

あまあある」と回答したのが 168 件となり、相談はしていないが、資料があるとの回答が 86.5％

（168／194件）となった。利用者自身で課題が解決できていることがうかがえる。 

 

 

●図書館サービス（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行ラベル 十分ある ま あ ま あ

ある 

あ ま り な

い 

ま っ た く

ない 

わ か ら な

い 

未記入 相談満足 

満足 119 179 14 0 1 3 316 

やや満足 4 62 14 1 0 1 82 

やや不満 0 0 4 0 0 0 4 

不満 0 1 1 1 0 0 3 

相談したこ

とはない 

34 134 12 2 1 11 194 

未記入 0 2 1 0 1 4 8 

資料満足 157 378 46 4 3 19 607 



 

 図書館サービスの認知度を調査した。電子図書館が 343件と最も多く、全回答の 1098件のうち

の 31％となった。次いでレファレンスサービスが 174 件、郵送貸出サービスが 154 件となってい

る。郵送貸出の利用は少ないが、子ども家庭課や包括支援センターなどの関係機関からの周知が功

を奏しているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Q4 では、中央図書館で行っているデータベース等のサービスの認知度を調査した。日経テレコ

ンが 86 件、次いで国立国会デジタルコレクションが 69 件となった。全回答数 657 件のうち 425

件が未記入、「知らない・わからない」との回答 6 件と合わせると 431 件で、全体の 65％となる。

知らないので回答ができなかった、未記入になったと考える。データベースの周知と活用講座の強

化を図る。 

  

●広報について（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5）Q3で、知りたいと思う図書館の情報の得られているかを調査した。「得られている」「おおむ

ね得られている」との回答が 83％と情報発信の満足度は高い結果となった。しかし、前年度の 88％

から 5％減少している。セグメント配信など発信媒体は増えたが、広報紙の紙面の改変などが影響

している可能性が考えられる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2で、知りたいと図書館情報について調査。「新着やおすすめ本」が 29％と例年通り最も知りた

い情報との結果だった。ブックリストの作成をはじめ、紹介展示やブックトーク、読書会の充実を

図る。 

Q4では、知りたいと思う図書館の情報が得られていない理由を調査。「情報発信していること自

体の PR不足」と「情報を得る機会・手段がない」がほぼ同数であった。発信自体が利用者まで届

いていないといえる。 

 

・情報別による利用者の情報取得状況（複数回答）  
得られている 概ね得られて

いる 

あまり得られ

ていない 

得られていな

い 

未記入 

開館日 30.7% 59.5% 8.0% 0.0% 1.9% 

利用案内 27.8% 63.6% 7.6% 0.0% 1.0% 

行事について 29.6% 59.6% 10.8% 0.0% 0.0% 

新着やおすすめの

本 

26.7% 59.7% 10.1% 0.7% 2.7% 

サービスの紹介 23.0% 58.7% 15.9% 0.8% 1.6% 

ボランティア情報 30.4% 50.0% 19.6% 0.0% 0.0% 

特にない 45.2% 19.4% 19.4% 3.2% 12.9% 

 

どの情報も「得られている」「概ね得られている」を合わせて 80％以上の回答となり、高い満足

度が得られているといえる。ボランティア情報に関しては、情報提供が他の項目と比較して「あま

り得られていない」との回答が 19.6％高い。ボランティアと連携を取りながら、要望が効率的に発

信できるように努めたい。また、各館のスタッフでボランティア情報を共有できるような体制も整

える。図書館サービスの情報は「あまり得られていない」「得られていない」との回答が 16.7％と

ボランティア情報に次いで高い。図書館サービスの調査の結果と同様、周知を強化していく。 

 



●電子図書館サービスについて  
13 ～ 15

歳 

16 ～ 19

歳 

20代 30代 40代 50代 60代 70 代以

上 

全体 

ほぼ毎日 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

週２～３回程

度 

0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.6% 0.7% 0.7% 

週１回程度 0.0% 0.0% 0.0% 3.3% 2.5% 1.6% 0.8% 2.2% 1.8% 

月１～２回程

度 

20.0% 0.0% 11.8% 6.7% 9.3% 7.9% 6.2% 2.2% 6.6% 

年２～３回程

度 

10.0% 0.0% 5.9% 13.3% 8.5% 5.6% 3.9% 5.8% 6.6% 

１年～数年に

１回程度 

0.0% 0.0% 11.8% 10.0% 6.8% 5.6% 7.0% 1.5% 5.6% 

利用していな

い 

70.0% 100.0% 64.7% 65.0% 70.3% 77.8% 75.2% 72.3% 73.1% 

未記入 0.0% 0.0% 5.9% 0.0% 2.5% 1.6% 5.4% 15.3% 5.6% 

6）Q1で電子図書館の利用頻度を調査。年代と掛け合わせ、利用している世代を算出。全体では 73％

が「利用していない」と回答。電子図書館の貸出数は大幅に増加している。固定利用者の利用頻度

が高いこと、また、10代以下が未調査のため、小学校での利用増加が考えられる。「利用していな

い」との回答が低かった年代は 20代で、次いで 30代となった。若年層の利用頻度が高いことがう

かがえる。なお、10代の回答は回答数が少ないため参考外とする。 

 

図書館利用→ 

DL利用↓ 

ほぼ毎日 週 2～3 回程度 週 1 回程度 月 1～2 回程度 年 2～3 回程度 1 年～数年に 1

回程度 

ほぼ毎日 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

週２～３回程度 0.0% 1.6% 1.0% 0.3% 0.0% 0.0% 

週１回程度 0.0% 1.6% 3.1% 1.3% 0.0% 0.0% 

月１～２回程度 12.5% 8.2% 8.3% 5.7% 2.9% 0.0% 

年２～３回程度 0.0% 1.6% 6.7% 7.4% 8.8% 11.1% 

１年～数年に１回程

度 

0.0% 4.9% 7.3% 4.4% 2.9% 22.2% 

利用していない 87.5% 75.4% 67.9% 75.8% 76.5% 55.6% 

未記入 0.2% 0.0% 2.5% 1.8% 0.7% 0.0% 



図書館の利用頻度と電子図書館の利用頻度をクロス集計し、図書館と電子図書館の相関関係を調

査した。図書館を「ほぼ毎日」利用のうちの 12.5％、また「週 1 回程度」利用のうちの 12.4％が

「月 1～2 回程度」定期的に電子図書館を利用している。電子図書館を利用していない」との回答

が多く、相関関係の算出が難しい。今後の動向に注視していくとともに、電子図書館の促進を強化

していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2で電子図書館の満足度を調査。前回に実施した 8月のアンケートでは「満足」「やや満足」と

の回答が 68％、今回は 55％となり 13％減少となった。前回は電子図書館を利用している方のだけ

のアンケートだったので、満足度が高かったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3で電子図書館の不満理由を尋ねた。「全体のコンテンツ数が少ない」との回答が最も多く、次

いで「読みたいジャンルのコンテンツが少ない」との回答だった。利用者の要望や図書の利用傾向

を踏まえながらコンテンツの充実を図っていく。「その他」では「存在を知らなかった」といった意

見をはじめ「読書は紙が良いから」「端末だと目が疲れる」との回答があった。「予約が必要な場合

に待たなくてはならず、読めない」といった意見があり、電子図書館ではすぐ読めることに利便性

を感じている利用者もいるようだ。 

以上 
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